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論文審査の結果の要旨 
 
Klotho expression is correlated to molecules associated with  





大学院生 揖斐 孝之 











により Klotho 発現の有無について検証した。Klotho 発現は中心型早期肺癌については 10 例全例
で認められたが、浸潤癌である手術症例では 30 例中 4 例(13%)しか認められなかった。これらの
２群における Klotho 発現と予後を含めた臨床病理学的因子については、特に有意な差異をみとめ
る因子はなかったが、上皮内癌から浸潤癌への進展において Klotho 発現の消失が関わっているの




である vimentinや Snail、上皮系マーカーである E-cadherinに対しては変化を認めなかった。 
 以上の結果より、Klotho発現は、肺癌の浸潤能に関与し、間葉系マーカーである N-cadherin発
現を抑制することにより、EMTを制御することが示唆された。 
第二次審査では、①Klotho 発現が N-cadherin を制御する機序、②EMT に関わる創薬の可能性、
③今後の研究の方向性、などに関して質疑がなされ、それぞれに的確な回答が得られた。本研究に
より、Klotho 発現が肺癌の転移・浸潤能に関与していることが示され、その臨床的意義は非常に
高いと考えられた。以上より、本論文は学位論文として価値あるものと認定した。 
